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情報通信審議会
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次世代ネットワークに係る接続ルールの在り方について
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料金は同等

第一種指定電気通信設備の指定範囲
NTT東西の次世代ネットワークの扱い

• 地域IP網はその上でサービスを提供するISPにとってはボトルネックとなる。

• 次世代ネットワークはISPにとって、地域IP網と同じ機能と位置づけられる。

• 地域IP網が指定電気通信設備なら、次世代ネットワークも同様と考えられる。
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• 次世代ネットワークの稼働後も当面、地域IP網は並存すると思われる。

• 次世代ネットワーク稼働後も、アクセス網である加入者系光ファイバと一体として提供さ
れる地域IP網も、ISPにとっては実質上代替性のないボトルネック設備である。

• 従がって地域IP網は次世代ネットワークの稼働後も引き続き指定されることが必要。

JAIPAの主張

地域IP網＋FTTHアクセス回線（FTTHアクセスサービス提供事業者）

ISP (インターネット接続サービス事業者）
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次世代ネットワークの稼働後の扱い

現在＝フレッツ 今後＝NGNに段階的に移行
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• 次世代ネットワークのアンバ

ンドルはアクセス網、コア網、

プラットフォーム網といったレ

イヤー毎に機能単位でアン

バンドルされるのが望ましい。

• 次世代ネットワークのプラッ

トフォーム機能(認証・課金、

QoS制御等）については特

にアンバンドルされるべき。

• 次世代ネットワークはまだ発

展途上であり、今後様々な

機能が追加されるため、アン

バンドルについても、随時あ

るいは定期的に見直しを行

なうことが必要。

JAIPAの主張
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JAIPAの提案する

インターフェース

次世代ネットワークに係る設備・機能の細分化（アンバンドル）
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• 分岐回線単位のダークファイバ接続料の設定は、市場競争の活性化を通じて光ファイバの
一層の普及拡大をもたらす。

• フレッツの卸の実現による、柔軟な価格設定を通じての市場の活性化も必要。

３　＠nifty＋イーアクセス
（月額料金・円／月（税抜き））
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（注）電話共用型の料金。ＩＳＰ料金を含む。NTT東西加入電話月額基本料、ＡＤＳＬモデムレンタル料、ＮＴＴ・ＡＤＳＬ回線使用料は含まない。
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@ｎifty・イーアクセス　1.5M(H12.11開始(当初0.6M)、H13.2～　６５００円　1.5Mに変更。)

(01.4～　５８００円)

(01.9～　３９８０円)

(01.11～　２９８０円)

@ｎifty・イーアクセス　８Ｍ/１２Ｍコース、03.7～スタンダードコース
(8/12M相当、01.11～　３３８０円、03.7～３２８０円)

@ｎifty・イーアクセス　ライトコース
(1M/3M(05.07～)/5M(06.06～)相当。03.7～　２０００円)

@ｎifty・イーアクセス　ハイスピードコース
(24/26M相当。03.7～　３４８０円)
（03.11から40Mに変更。）

@ｎifty・イーアクセス　ﾆｭｰｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺｰｽ
47M相当  H04.2～　２８８０円　（04.11～50M相当に変更）

@ｎifty・イーアクセス　エントリーコース
(960k相当  05.7～　１７８０円

@ｎifty・イーアクセス　バリューコース
（12M相当　06.10～　１８８０円）
※イーアクセスエリア外はライトコースを

ADSLの料金は1/3 速度は8倍に

ネットワークの中立性に関する懇談会第3回JAIPA提出

資料より（総務省２００６年度競争評価より引用）

FTTHの料金は２割下がったのみ
（東日本ファミリータイプの比較）

総務省２００６年度競争評価第３章インターネット接
続料域の市場分析より

JAIPAの主張

分岐端末回線単位の加入ダークファイバ接続料の設定
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• ＩＰｖ４のアドレスの国際的在庫は２０１０年代初頭には枯渇すると見込まれている中で、ＩＰｖ

４からＩＰｖ６への移行は速やかに行われる必要がある。

• 次世代ネットワークは当然インターネットにおけるIPv4アドレスの枯渇とIPv6アドレスへの

移行を考慮し、次世代ネットワークと接続するISPにもインターネット接続にIPv6を利用した

サービスをエンドユーザーに提供できる仕組みを提供することが求められる。

JAIPAの主張

フレッツ網/NGN

IPv6

ISP

現在、このイン
ターフェースは
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インターネット
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IPv4 ⇒ IPv6

ISPによるフレッツ網/NGNでのIPv6インターネットサービスの提供
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